
MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-人口 24.９.１現在

●人口／321,797人(+66)

●男／151,356人(+30)

●女／170,441人(+36)

８月分・出生 178人

・死亡 269人

・転入 692人

・転出 535人

（ ）内は前月比

●世帯／133,279世帯(+159)

稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
の
煙
や
に
お
い

で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
か
た
が
困
っ
て
い
ま

す
。
気
象
条
件
に
よ
り
地
表
付
近
に
煙
が
停

滞
す
る
期
間
の
稲
わ
ら
・
も
み
殻
焼
き
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
稲
わ
ら
・
も
み
殻
は
堆

肥
な
ど
に
活
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
は
病
院
、
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や

住
宅
地
に
隣
接
す
る
地
区
を
重
点
的
に
、
焼
却

中
止
の
指
導
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
☎(

８
６
６)

２
０
７
５
　

農
業
農
村
振
興
課
☎(

８
６
６)

２
１
１
６
　

農
林
水
産
物
な
ど
の
生
産
、
加
工
と
販
売

を
一
体
的
に
行
う
「
６
次
産
業
化
」
に
関
す

る
基
本
的
な
知
識
や
事
例
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。
受
講
無
料
。

開
催
日
と
会
場(

時
間
は
午
後
２
時
〜
４
時)

10
月
17
日
(水)
▼
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

10
月
18
日
(木)
▼
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

10
月
23
日
(火)
▼
南
部
公
民
館

10
月
30
日
(火)
▼
東
部
公
民
館

11
月
６
日
(火)
▼
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

11
月
13
日
(火)
▼
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み

秋
田
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
☎(

８
６
３)

８
７
０
１

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
な
ど

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
市
内
に

建
て
ら
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住
宅
で
、
所
有

者
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額
の
上
限

耐
震
診
断(

住
宅
の
耐
震
性
の
評
価)

▼
３
万
円

耐
震
改
修
計
画(

改
修
設
計
、
概
算
工
事
費

の
算
出)

▼
20
万
円

耐
震
改
修(

壁
の
補
強
な
ど)

▼
30
万
円

申
請
期
間

来
年
１
月
31
日
(木)
ま
で

＊
募
集
戸
数
は
建
築
指
導
課
へ
ご
確
認
を
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
建
築
指
導
課

☎(

８
６
６)

２
１
５
３

町
内
会
や
地
域
団
体
な
ど
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
市
民
協
働
・
地
域
分
権
推
進
課

と
市
内
４
か
所
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
地
域
支
援
担
当
職
員
が
、
地
区
コ
ミ
セ
ン

な
ど
で
「
地
域
活
動
の
支
援
・
相
談
・
情
報

提
供
」
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

中
央
・
東
部
・
南
部
地
域
の
か
た
…
市
民
協

働
・
地
域
分
権
推
進
課(

市
役
所
分
館
２
階)

へ
ど
う
ぞ
。
☎(

８
６
６)

２
７
６
４

北
部
・
西
部
・
河
辺
・
雄
和
地
域
の
か
た
…

各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
ど
う
ぞ
。

北
部
☎(

８
９
３)

５
９
６
８
、
西
部
☎(

８
８

８)

８
０
８
０
、
河
辺
☎(

８
８
２)

５
４
２
１
、

雄
和
☎(

８
８
６)

５
５
５
０

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た

め
、
結
婚
や
出
産
、
就
業
な
ど
の
実
態
や
意

本庁舎などの作業停電のため、10月20日(土)は市役所本庁舎の自動交付機が、
10月27日(土)は市内全部の自動交付機がご利用できません。ご了承ください。市民課☎(866)2018

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の

焼
却
を
や
め
ま
し
ょ
う

１

５
21
世
紀
成
年
者
縦
断
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

２
６
次
産
業
化
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

耐
震
診
断
な
ど
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す

３

地
域
の
支
援
・
相
談
・
情

報
提
供
窓
口
の
ご
利
用
を

４

自動交付機を休止

●市・県民税第３期
●国民健康保険税第４期

10月が納期の市税
納付期限10月31日(水)

市税の納付には、便利な
口座振替(引き落とし日は納
付期限の日です)をご利用く
ださい。

納税課☎(866)2059
国保年金課☎(866)2189

問い合わせ

問い合わせ

環境都市推進課
☎(863)6631

「体育の日」の
ごみ収集
10月８日(月)の「体育の日」

は、家庭ごみと資源化物を収
集します。収集日に当たって
いる地区のかたはお忘れなく。
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突然自宅を訪れた知らない業者に、指輪や
時計などの貴金属を安い値段で買い取られ
た、という相談が寄せられています。「不要
な衣服を買い取る」などと電話してから訪問
するケースもあります。いったん貴金属を売
り渡してしまうと、ほとんどの場合、取り戻
すことは困難です。
納得できない場合は、断りま

しょう。しつこく売り渡しを迫
られるなど困ったときは、市民
相談センター消費生活担当へご
相談ください。☎(866)2016

識
の
変
化
を
把
握
す
る
「
21
世
紀
成
年
者
縦

断
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

対
象
は
市
内
の
一
部
地
域
の
20
歳
代
の
か

た
で
す
。
対
象
者
に
は
10
月
下
旬
か
ら
、
調

査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査

票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
調
査
基
準
日
は
11
月

７
日
(水)
で
す
。
後
日
調
査
票
を
回
収
に
伺
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
総
務
課

☎(

８
８
３)

１
１
７
０

ワ
ー
ク
パ
ル
は
、
中
小
企
業
で
働
く
事
業

主
、
従
業
員
の
か
た
へ
、
共
済
給
付
、
健
康

診
断
な
ど
の
助
成
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
チ

ケ
ッ
ト
の
割
引
販
売
と
い
っ
た
福
利
厚
生
を

提
供
す
る
団
体
で
す
。
加
入
は
職
場
単
位
で
、

１
人
に
つ
き
入
会
金
300
円
、
会
費
月
額
600
円
。
　

11
月
30
日
(金)
ま
で
に
、
新
し
く
加
入
し
た

か
た
、
お
知
り
合
い
の
事
業
所
を
紹
介
し
た

か
た
に
特
典
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ク
パ
ル
事
務
局(

秋

田
テ
ル
サ
内)

☎(

８
８
９)

８
９
８
６

伝
統
的
な
町
家
な
ど
、
地
域
の
景
観
資
源

で
あ
る
建
造
物
を
修
理
・
改
修
す
る
費
用
に

補
助
し
ま
す
。
補
助
を
申
請
す
る
前
に
都
市

計
画
課
と
事
前
協
議
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象(

①
②
を
両
方
満
た
す
も
の)

①
外
観
が
秋
田
の
歴
史
的
景
観
に
ふ
さ
わ
し

く
、
お
お
む
ね
昭
和
20
年
ま
で
に
建
築
さ

れ
た
建
造
物(

固
定
資
産
税
が
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
も
の
を
除
く)

②
平
成
25
年
３
月
19
日
(火)
ま
で
補
助
対
象

の
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る
こ
と

事
前
協
議
の
申
し
込
み
　
事
業
内
容
に
つ
い

て
都
市
計
画
課
へ
ご
相
談
の
う
え
、
同
課

(

市
役
所
４
階)

に
あ
る
事
前
協
議
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

事
前
協
議
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ur/im

/

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

☎(

８
６
６)

２
１
５
２

６
ワ
ー
ク
パ
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

歴
史
的
建
造
物
の

保
存
に
補
助
し
ま
す

７
町内清掃のごみは
家庭ごみへ

11月は秋の清掃月間です！

町内で力を合わせ、落ち葉などが散乱している公園
や道路、家の周囲をきれいにしましょう。

■清掃で集めたごみや落ち葉、さびや泥などが付いた
空きびん・空き缶はリサイクルの妨げになるので
「家庭ごみ」の収集日に集めます。「ボランティア袋
(※)」に入れて町内のごみ集積所へ出してください。

秋の清掃月間について…環境総務課☎(863)6862
側溝のフタ上げ機、土のう袋が必要なときは…

道路維持課☎(864)3643
公園の清掃について…公園課☎(866)2445
ボランティア袋の申請…環境都市推進課☎(863)6631

交通政策課☎(866)2035

※環境美化活動をする町内会に、ボランティア袋を差し上
げます。

■大量にごみが出る場合は、通常のごみ収集業務に支
障が出るおそれがありますので、あらかじめ環境総
務課へご連絡ください。
■公共の場所に不法投棄されている粗大ごみなどは移
動しないで環境総務課へご連絡ください。放置自転
車は移動しないで最寄りの交番か警察署へご連絡く
ださい。

問い合わせ

対
象

20歳から62歳までのかたで、市
内に住んでいる、または勤務し
ている健康なかた

申
し
込
み

写真付きの履歴書と自動車安全運
転センターで発行する運転記録証
明書(過去３年。手数料630円)を、
市役所４階の交通政策課へお持ち
ください。後日、面接を行います

問い合わせ

困ったら相談を！

貴
金
属
な
ど
の
訪
問

買
い
取
り
に
ご
注
意
を
！

広報あきた  平成24年10月５日号09

通学路での交通指導や交通安全教育
の講師をボランティアで行う秋田市交
通指導隊員を募集します。活動はおお
むね月６回以上です。

秋の全国交通安全運動秋田県中央集会で(９月21日)

地域の安全を
一緒に守りましょう！




